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DPC評価分科会における
新たな「機能評価係数」の絞り込みについて(案 )

Ⅱ 次期改定での導入を検討するため、更にデータ分析や追加の調査を実施すべき
とされた項目

● :特別調査を行う等で医療機関の負担が少な〈速やかにデータをlE握すること
が可能と考えられる指標

新たな機能評価係数に係る特別調査について

(案 )
中医協基本問題小委員会及びDPC評 価分科会における、「新たな機能評価係数」に
係る議論の結果、「医療機関の負担が少なく速やかにデータを把握することが可能なも

の」につぃては、今後、追加で調査を行い、実態を把握することになつている。

このため、以下の要領で特別調査を実施することとしてはどうか。

1 調査の対象及び方法
全 DPC対 象病院及びDPC準 備病院に対し、アンケー ト調査を実施

2.調査の時期
平成 2¬ 年 7月 の 1週間

3 調査項目
(1)救急医療の診療体制について
①
′
救急医療の提供レベル等

(¬ 次救急/2次救急/3次救急、常時/輪番日のみ等)
② 救急医療の提供体制
(診療科名、夜間勤務体制等)

(2)診療ガイドラインを考慮した診療体制確保について
① 治療方針の決定に当たり、診療ガイドラインを参考としている程度
② 患者に対する治療方針の説明等での、診療ガイドラインあ希1用の程度
③ 実際に参考としている診療ガイドラインの名称
④ 参考としている診療ガイドラインの選択基準
⑤ 診療ガイドラインに沿わない診療を行う場合の、適否の判断方法
(病院として設置する委員会で判断/複数診療科によるカンファレンス
で判断/診療科毎のカンファレンスで判断/担当医師の判断等)

⑥ 患者及び職員が、診療ガイドラインを閲覧できる体制の整備状況

(3)ク リニカルバス (院内)を用いた診療について
① 作成しているクリニカルパス (院内)の種類、病名等
② クリニカルバス (院内)の対象となる患者数

(4) 医師、歯科医師、看護師、薬剤師、管理栄養士、社会福祉士等の人員配置
(チーム医療)について            ヽ

① 医師を含む複数職種によるカンファレンス等の開催状況
② 病棟に勤務している薬剤師、管理栄養士、社会福祉士等の人数 (常勤換算)
③ 病棟に勤務している薬剤師、管理栄養士、社会福祉士等について、全勤務
時間のうち病棟に勤務している時間の割合   :

(効率性指数、アウトカム評価と合わせた評 受しだけるお薫L■頑箔驚「
′
岸みT饒暫紹′鳥鎮:ξあピfi平

た場合の平均 7fL院 日数 /全

3入院初日に初診料の時間外 深夜 休日加 :
当該医療機関の所属する2次医療圏の人口

嬌3孫縫櫓■ピぶ流 だ翻Ъあ躍も『Jf縦i砲bttr｀フ
rlぢ
吉b寿

織神撃暴票は雑儡K急入饒1爾緊Fゼ繕薄様E僣是筐ふ修霧し拠場lおヵ騨
が算定されている患者数 /全 DPC対象患者

(全 OPC対 象病院のデータを基に、各年齢層の疾病構成が同じと仮定した場合
の、年齢階級別の1入院あたり医療資源の投入量を指数化する。その指数を用い
て、各医療機関の患者の年齢構成による医療資源の投入量の差異を表す)

施状況による1平価

医療 )こ よる評価
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慢性期入院医療の包括評価調査分科会の課題等について

1 短期

平成 22年診療報酬改定に向け、既存のデータを用いて、以下の検討

をイ予う。

○患者分類の妥当性の検証

○各医療機関における分類の適切性の検証

○提供されている医療サービスの質の検証

2.中・長期

医療療養病床と機能が近接している病床等を含め、慢性期医療に係

る調査・分析を行う。

その際、慢性期医療の定義・範囲を明確にしておく必要があるが、

現時点では、さしあたリー般病床の二部から介護保険施設の一部まで

が想定される。

当面は、このうちの一般病床に係る部分から検討することとし、そ

の結果を踏まえて、慢性期医療め定義・範囲についてもあらためて検

討する。

一連の検討結果は、適宜、基本問題小委員会に報告し、そこでいた

だいた意見をさらに反映させながら慎重に調査・分析を進めることと

したい。
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平成20年社会医療診療行為別調査結果の概況

【調査結果のポイント】

○医科の入院における診療の状況

¬件当たり点数 424023点 (対前年69%増 )、 1日 当たり点数 25370点 (対前年24%増 )

○医科の入院外における診療の状況

1件当たり点数 13767点 (対前年 122%増 )、 1日 当たり点数 7599点 (対前年 117%増 〉

○歯科における診療の状況

1件当たり点数 12855点 (対前年40%減 )、 1日 当たり点数 6074点 (対前年01%増 )

○医科(薬局調剤分を含む)の薬剤料の比率

総数 290%(対 前年 03ホ
・
イント減)、

入院 111%(対 前年 003ホ
・
イント減)、 入院外 362%(対 前年 04ホ

・
イント減)

○薬剤種類数に占める後発医薬品の種類数の割合

総数 205%(対 前年 12ホ
゜
イント増)、 入院 173%(対前年 01ホ

゜
イント増)、

院内処方(入院外・投薬)250%(対 前年 06ホ
゜
イント増)、

院外処方(薬局調剤)183%(対前年 19ホ
゜
イント増)
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調 査 の 概 要

1 調査の目的
この調査は、政府管掌健康保険 (以下、「政管健保」という。)、 組合管掌健康保険 (以下、「組合

健保」という。)、 国民健康保険 (以下、「国保」という。)及び長寿医療制度における医療の給付
の受給者にかかる診療行為の内容、傷病の状況、調剤行為の内容及び薬斉Jの使用状況等を明らか

にし、医療保険行政に必要な基礎資料を得ることを目的とする。

2 調査の範囲
各都道府県の社会保険診療報酬支払基金支部 (以下、「支払基金支部」という1)及び国民健康

保険団体連合会 (以下、「国保団体連合会」という。)において、審査決定された政管健保、組合
健保、国保及び長寿医療制度の医科診療及び歯科診療の診療報酬明細書及び調剤報酎‖明細書 (以

下、「明細書」という。)を調査の対象とした。

調査の客体は、第一次抽出単位を保険医療機関及び保険薬局とし、第二次抽出単位を明細書

とする層化無作為二段抽出法により抽出された明細書とした。

(集計客体数)                      .

施 設 数
明 細 書 件 数

総  数 一般医療 長寿医療

医   科
病  院
診 療 所

11 134

1 414

9 720

373 738

136 288

237 450

239 256

93 601

145 655

134 482

42 687

91 795

歯   科 29 592 9 977

調   剤 4 679 492 223

3 調査の時期
平成20年 6月 審査分

4 調査の事項
診療報酬明細書 ……  年齢、傷病名、診療実日数、診療行為別点数・回数及び薬剤の使用

状況 (薬品名・使用量等)等         ‐

調斉J報酬明細書 ………… 年齢、処方せん受付回数、調剤行為別点数・回数及び薬剤の使用
状況 (薬品名 ,使用量等)等

5 調査の方法及び系統
(1)調査の方法

支払基金支部及び国保団体連合会が、調査の対象となつた保険医療機関及び保険薬局の明細

書から別に定める抽出率により抽出を行い、その写しを厚生労lWl省大臣官房統計情報部に提出

する方法により行つた。

(2)調 査 の系 統

6 結果の集計
集計は、厚生労働省大臣官房統計情報部で行つた。

7 利用上の注意
(1)表章記号の規約

計数のない場合          一   数値が表章単位に満たない場合  00
統計項目のありえない場合     ・  負数の場合           △

計数不明又は計数を表章することが不適当な場合

2)掲載の数イ直は四捨五入のため、内訳の合計が総数に合わない場合等がある。
3)こ の概況に掲載の数値は、政管健保 (※ )、 組合健保、国保及び長寿医療制度における平成20
年 6月 審査分の全国推計数である。

※政管健保については、健康保険法等の一部を改正する法律 (平成 18年法律第83号)に より、

平成20年 10月 より「全国健康保険協会管掌健康保険」に改称された。
4)診療行為分類「診断群分類による包括評価等Jには、包括評価 (DPC)の所定点数に、特
定入院料に関するカロ算を含む。

5)平成20年 4月 から診療報酬改定により、医科及び歯科の「病理診断」が「検査」より独立した。



結 果 の 概 要
診療行為。調剤行為の状況

〔医科診療〕

1 診療行為の状況
(1)入院における1件当たり点数は42,4023点で、前年に比べ 2,7294点、69%増加している。
1日 当たり点数は2,5370点 で、前年に比べ586点、24%増加している。診療行為別にみると、「入
院料等」1,2584点 (構成割合 496%)が最も高く、次いで「手術」3608点 (142%)、「診断群分類に
よる包括評価等」3590点 (141%)の順となつている。
1件当たり日数は 1671日 で、前年に比べ 070日 増カロしている。(表 1、 図 1)

」を含まない。

図1 診療行為別にみた入院の1日当たり点数の構成割合

(2)入院外における1件当たり点数は1,3767点 で、前年に比べ 1492点 、122%増カロしている。

1日 当たり点数は 7599点で、前年に比べ 795点、11.7%増加している。診療行為別にみると、
「投薬」14,7点 (構成割合 192%)が最も高く、次いで「処置」1416点 (186%)、「初。再診」1190

点(157%)の順となつている。

1件当たり日数は 181日 で、前年に比べ 001日 増加している。(表 2、 図2)

図2 診療行為別にみた入院外の1日当たり点数の構成割合

(平成20年 6月 審査分 )
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表1 診療行為別にみた入院の1件当たり点数 。1日当たり点数 。1件当たり日数

診 療 行 為

1日 当たり点 81

平成20年
(2008)

平成 19年
(2007)

対前二 年

＞
２０

“

成

”

平

＜
平成 19年
(2∞7)

対前年

医 学 管 理 等

リハ ビ リテ ー シ ョン
精 神 科 専 門 療 法

放 射 線 治 療

病 理 診 断

入 院 料 等

診断群分類による包括評価等

(1件 当たり日数 )

診像

424023
442
3436

613
1 2887

8482
8045
20900
1 4011

2289

1 1314

60310
0044
925
998
21 0328

59993

(1671)

396729
464
3268

675
1 5057

9303

8168
21139
1 2757

2070

1 0325

53314
7950
1793

203282
47166

(1601)

1254
220
988
6995

1094
A   868

27294
△   22
169

△   62
A 2169
△  821
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7046
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25370
26
206
37
771

507
481
1251
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677
3608

541
55
60
1 2584

3590

24784
29
204
42
941
581

510
1321

797
129
645
3331

497
112

1 2699

2948

586
△   03
01

△   06
△ 170
△   74
△   29
△   70
41
08
32
2フ 8

44
△   57

△  115
643
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ｍ

８０

２

”

“
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“
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”

¨

一
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“

△

　

△
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△
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入院 時食事療養等 (単位 :円 ) 29 112 27842 1 269 2

表2 診燎行為BOにみた入院外の1件当たり点数 。1日当たり点数 ,1件当たり日数

診 療 行 為

1件 当たり点数 1日 点 菫

年

＞
虚
”
平

＜
平成19年

(2∞7)
対前年 平成 20年

(2008)
平成 19年
(2007)

対前 年

増滅点数 増滅点数

数

診

等

療

査

断

薬

射

ン

法

置

術

酔

療

断

再

理

医

　

診

　

　

一 ショ
隔

　

　

　

治

診

管

　

　

　

　

　

　

一７
専

　

　

　

　

線

．
学

宅

　

像

　

　

ヽビリ

掛

　

　

　

射

理

総

初

医

在

検

画

投

注

り

精

処

手

麻

放

病

(1件 当たり日数 )

3767

2155

121 9

653

1989

908

2639

723

121

303

2566
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2 -般医療と長寿医療別にみた診療行為の状況
(1)入院における1件当たり点数は、一般医療 40,1773点、長寿医療 44,961.1点となつている。
1日 当たり点数は、一般医療 2,7811点、長寿医療 2,327.2点で、年齢階級別にみると、「0～ 14歳 J
4,0526点 が最も高く、次いで「65～ 74歳」2,8336点となつており、「75歳以上」2,3378点 が最も低
くなっている。診療行為別の構成割合をみると、長寿医療は、一般医療と比べ「入院料等J「処置」の割
合が高く、「手術」「診断群分類による包括評価等」の割合は低くなっている。
1件当たり日数は、一般医療 14.45日 、長寿医療 1932日 となっている。(表 3、 図3・ 4)

表3 -般医療 ―長寿医療 ―年齢階級BJにみた入院の診療行為B」
1件当たり点数 。1日当たり点数 。1件当たり日数

一般医療

長寿医療

図3 -般医療 ―長寿医療別にみた入院の診療行為別1日当たり点数の構成割合
倅 威20年0月 審査分)
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注 :「その他の行為」は、「初。再診」「医学管理寄」「在宅医療」「精神科専門凛法Jr麻酔Jr放射線治農」及びr病理診断Jである。

図4 年齢階級BUにみた入院の診療行為別1日当たり点数
(平成20年6月 審査分)
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注 :「その他の行為」は、r初・再鰺」「医学管理等」「在宅医療」「綺神科専門藤法Jr麻酔」「放射線治薇」及び「病理静断Jである。
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(2)入院外における1件当たり点数は、一般医療 1,2127点 、長寿医療 1,9026点 となつている。
1日 当たり点数は、一般医療 7207点 、長寿医療 8551点 で、年齢階級別にみると、「40～ 64歳」
8954点が最も高く、次いで「65～74歳」8242点となっており、「0～ 14歳」4903点 が最も低くなってい
る。診療行為別の構成割合をみると、長寿医療は、一般医療と比べ「在宅医療」「処置」の割合が高く、
「初。再診J「検査」の割合は低くなっている。
1件当たり日数は、一般医療 168日 、長寿医療 223日 となっている。(表 4、 図5.6)

表4 -般医療 ―長寿医療 ―年齢階級:」にみた入院外の診療行為B」
1件当たり点数・1日当たり点数 。1件当たり日数

図5 -般医療 ―長寿医療別にみた入院外の診療行為別1日当たり点数の構成割合
(平成20年6月 審査分)

一般医療

長寿医療

0          20          40          30          80         1oo o)

注:rその他の行為」は、fリハビリテーション」「精神科専門療法」「手rfJ「麻酔」「放射線治療」「病理F断」及び「入院料等」である。

図6 年齢階級BUにみた入院外の診療行為別1日当たり点数
l‐V‐成20年6月審査分)
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3 病院と診療所B」にみた診療行為の状況
(1)入院における1件当たり点数は、病院 44,008.8点、診療所(有床)16,9187点 となっている。
1日 当たり点数は、病院 2,5825点、診療所 (有床)1,4701点で、病院を種類別にみると、「特定機
能病院J4,8443点が最も高く、「精神科病院」1,1810点が最も低くなっている。診療行為別の構成割合を

みると、「療養病床を有する病院」は、「

「

般病院」と比べ「入院料等」の割合が高くなっている。
1件当たり日数は、病院 17.04日 、診療所 (有床)1151日で、病院を種lulにみると、「療養病床を有
する病院」2180日 、「一般病院」1275日 となっている。(表 5、 図7)

表5 病院 ―診療所 (有床)月Uにみた入院の診療行為B」 1件当たり点数・
1日当たり点数 。1件当たり日数

(2)入院外における1件当たり点数は、病院 1,5543点 、診療所 1,2896点 となっている。

1日 当たり点数は、病院 9734点、診療所 6727点で、病院を種類別にみると、「特定機能病院」
1,3865点が最も高く、「療養病床を有する病院」7412点が最も低くなつている。診療行為別の構成割
合をみると、診療所は、病院と比べ「初・再診J「医学管理等」「処置」の割合が高く、「検査」「画像診断J
の割合は低くなつている。

1件当たり日数は、病院 160日 、診療所 192日 となつている。(表 6、 図8)

表6 病院 ―診療所8Uにみた入院外の診療行為BUl件当たり点数・
1日当たり点数。1件当たり日数
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図7 療螢病床を有する病院 ―一般病院B」にみた入院の診療行為BU
l日当たり点数の構成割合

注: rその他の行為」は、「初・再診J「医学管理等J「在宅医療Jr精神科専門療法メ麻酔J「放射繰治療」及び「病理診断Jである。

図8 病院 ―診療所別にみた入院外の診燎行為別1日当たり点数の構成割合
lT成20年6月 審査分)
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4 DPCに係る明細書とDPCに係る明細書以外BUにみた診療行為の状況
入院におけるDPCに係る明細書をみると、1件当たり点数は 52,8481点で、前年に比べ 1,7669点、
3.5%増加している。

1日 当たり点数は 4,927.8点で、前年に比べ 132.2点、28%増カロしている。
1件当たり日数は 1072日 で、前年に比べ 007日 増加している。(表ケ、図9・ 10)

表7 DPCに係る明細書 ―DPCに係る明細書以外BUにみた入院の診療行為月U
l件当たり点数 。1日当たり点数 。1件当たり日数

診 療 行 為

17咸 20年 (2●00) 平成 10年 (2∞ ,' 増減点薇 増減率(96)

DPCに篠る
明

"●

OPCに 饉る
明

“
=以
外

OPCに 晨る
期

“

魯

●PCに饉る
明

“

●以外

OPCに 晨る
明

“
` ¨̈

DPCに 係る
明

“

●
OpCに優る
明錮
=以
外

1件 当 た り 点 数
総 数 523481 510013 377160 1 7161 01

初   ・  再  診
医 学 管 理 等 3043 3502 117

在 宅 医 療 1037 △

検 査 16607 △  708 △  1940 △   146 △    116
画 像 お 断 10136 10723 △  58'
投 薬 8929 △   260 △

濱 射 24512 △
リハビリテーション 1 6661 5326 1030

精 神 科 車 Fl療 法 △  412
処 置 11715

手 術 132027 44023 42250

庶 酔 1 8843

放 射 颯 治 農 2447 1543 △   820 △   962 △    251
病 理 診 断

入 院 科 等 253140 20033 2342,4
診 断 書 分 類 に よ る 325340 324321

1日 当 た り 点 数

総 数 49270 4,057 22306 1322

初   ・  再  じ △ △ △   128
医 学 管 理 ●

在 宅 医 療 9' △ △  203
検 壺 986 △   170 △  152 △    1'3
回 像 診 断

投 薬 523 △

注 射 1440 △

リハピリテーション

精 神 科 専 門 療 法

妃 置

術 12000 △

麻 酔 1'■0

放 射 線 治 農 223 307 A     256 A      048

綱 理 診 断

入 院 斜 等 1 3048 △   04

包 括 膵 ● ●
30337 30495 △  158 △

1件 当 た り 日 敏
:0'2

注:DPCに係る明細書とは、医科入院医療機関別包括評価用診療機酬明細書(以下、「DPC明細書」という。)及びDPC明細書に
総播されたE科入院用静療報酬明細書である。

図9 診療行為Я」にみたDPCに係る明細書の1日当たり点数の構成割合

(平成20年 6月審査分)
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DPC明組書に越括された医科入院用診療報酬明細書である。
2)「その他の行為Jは、「初・再診」「在宅医療J「日像診断」「注射」「精神科専門僚法」「放射線治農」及び「病理診断」である。

.図 10 診療行為別にみたDPCに係る明細薔以外の1日当たり点数の構成書1合
(平成20年 6月 審査分 )
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5 傷痛分類別にみた 1日当たり点数
入院における傷病分類別 1日 当たり点数は「Ⅶ 眼及び付属器の疾患」が一般医療、長寿医療ともに

最も高く、それぞれ 5,1990点 、5,6876点となっている。   ,
入院外では「XⅣ 腎尿路生殖器系の疾患」が一般医療、長寿医療ともに最も高く、それぞれ
1,9502点 、2,5213点となっている。(表 8)

表8 入院 ―入院外・一般医療 ―長寿医療BIにみた傷病分類Bl l日 当たり点数

傷 病 分 類
入 院 入 院  外

一般 医療 長寿 医療 一般医療 長 寿医療

総 数 27811 23272 7207 8551

I 感染症及び寄生虫症 32980 26274 5823

生物 42539 31450 1 7750 6367

結腸の悪性新生物         (再 掲 ) 48631 32751 20048
直腸 S状結腸移行部及び直腸の患性新生物  (再掲 ) 49785 28679 25736
気管,気管支及び肺の悪性新生物   (再 掲 ) 33591 32028 21717

Ⅲ  血液及び造血器の疾患並びに免疫機構の障害 46027 4 6146 1 5626 0115

Ⅳ  内分泌,栄養及び代謝疾患 25761 1 9753 8941

1糖尿病              (再 掲 ) 25108 20054 1 157_9 10396
V 精神及び行動の障害 2058 1 2274 6490 6781

続含失In症.統合失調症型障害及び芸想佳障害  (零専掲 ) 11757 11298 7095 697.5

気分 [感情]障害 〈llう つ病を含む)(再掲) 1 3078 1 3242 6064 6610
Ⅵ  神経系の疾患 9856 1 6442 6657 817.7

Ⅶ  眼及 び付属器 の疾患 51990 56876 568:8 6454
自内障               (再 掲 ) 60201 60448 7861 6771

Ⅷ  耳及び乳様突起の疾患 46987 26492 4474 3958

X 薔環器系の疾患 43389 24416
高血圧性疾患           (再 掲 ) 25014 1 7255 7151

虚血性心疾患           (再 掲 ) 96680 5 1032 922.9 7913

脳梗塞              (再 掲 ) 27433 1 9524 7214

X F吸器 系の疾 患 34158 2506.2 4745

肺炎               (再 褐 ) 3100.2 25323 8078 1 0487

急性気管支炎及び急性細気管支炎  (再 掲 ) 36415 23219 4757 5463

喘息               (再 掲 ) 30377 23781 543:9

XI消 化器系の疾患 3632_2 29198 7183

XI皮 膚及び皮下組織の疾患 28619 25439 4013 3700

1皮膚炎及び湿疹          (再 掲 ) 26527 1 9343 4012

X皿 方骨格系及び結合組織の疾患 34381 22672 4164 3858

関節症              (再 掲 ) 37499 35437 3730 3890

XⅣ 挙尿路生殖器系の疾患 34300 27266 1 9502 25213
腎不全               (再 掲 ) 31482 28060 30907 30020
尿路結石症            (再 掲 ) 55418 36001 1 1651

XV妊 娠 ,分 娩及び産 じょ く 30506 5272

XX損 傷,中毒及びその他の外国の影響 30916 24031 4916 498.5

骨折                〈再掲 ) 30576 24717 5205 4970

その他の傷病 35981 21206 6487
注 11) )

2)「その他の傷痛」は、「周産期に発生した病態」「先天奇形,変形及び染色体異常」及びr症状 ,徴候及び
異常臨床所見・異常検査所見で他に分類されないもの」である。

〔歯科診療〕

6 診療行為の状況
｀

1件当たり点数は1,2855点 で、前年に比べ 542点、40%減少している。
1日 当たり点数は6074点で、前年に比べ 06点、01%増カロしている。診療行為別にみると、「歯冠
修復及び欠損補綴J2602点 (構成割合428%)が最も高く、次いで「処置」992点 (163%)、「医学管
理等」749卓 (123%)の順となっている。
1件当たり日数は212日 で、前年に比べ 009日 減少している。(表 9、 図11)i

図11 診療行為BUにみた1日当たり点数の構成割合
(平成20年 6月 審査分 )
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及び「入院料等」である。
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8 傷病分類BUにみた 1日当たり点数
1日 当たり点数は「新生物」が一般医療、長寿医療ともに最も高く、それぞれ1,9940点、2,205.5点 とな
つている。次いで「顎,日腔の嚢胞」が高く、それぞれ 1,8558点 、1,5931点 となつている。(表 11)

〔院外処方〕

9 院外処方率
医科の入院外における院外処方率は、総数で593%となっており、前年に比べ 06ポイント低下して
いる。これを病院・診療所別にみると、病院700%、 診療所 551%となつており、前年に比べ病院は 08
ポイント上昇しており、診療所は 18ポイント低下している。(図 13)     '

図13 病院 ―診療所BUにみた医科の院外処方率の年次推移
(各年6月 審査分)

フ00 病 院

7 -般 医療と長寿医農別にみた診療行為の状況
1件当たり点数は、一般医療 1,2381点 、長寿医療 1,6298点 となつている。
1日 当たり点数は(一般医療5959点、長寿医療6798点で、年齢階級別にみると、「75歳以上」6784
点が最も高く、次いで「lo～ 39歳」6178点となっており、「0～ 14歳」4946点が最も低くなっている。診療
行為別の構成害」合をみると、長寿医療は、一般医療と比人「歯冠修復及び欠損補綴」の割合が高く、「処
置」の割合が低くなつている。

1件当たり日数は、一般医療 2.08日 、長寿医療 240日 となつている。(表 10、 図 12)

表10 -般医療 ―長碧医療 ―年齢階級別にみた診療行為BU l件当たり点数
1日当たり点数。1件当たり日数

図12 -般医療 ―長寿医療月」にみた診療行為別1日当たり点数の構成割合 L_____T」
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表11 -般 医療 ―長寿医療別にみた傷病分類別 1日当たり点数

注 : 傷病分類は、「疾病、傷害及び死国の統計分類」 (lCD-10(2003年 版))を 準用した。

総数

う蝕

感 染を伴わない歯牙慢性硬組 織疾患

歯髄 炎等

根 尖性歯周 炎 (歯根膜 炎 )等

歯 肉炎

歯周 炎等

歯冠周囲炎

顎 .口 腔の炎症及び膿 瘍

顎 ,日 腔の先天奇形及び発育障害

顎機能異常

顎 ,口 腔の嚢胞

顎 骨疾患等

口腔粘膜疾患

新 生物

口腔 ,顔面外傷及び癒合障害 等
補 綴関係 (歯の補綴 )

5959

6172

3380

5438

4974

5066
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6313
1 8558

7433

2591
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8200
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17

(処方料+処方せん料)の ,定回数



〔薬局調剤〕

10 調剤行為の状況
1件当たり点数は 1,0122点で、前年に比べ 118点、12%増カロしている。
処方せんの受付1回当たり点数は 7314点で、前年に比べ 208点、29%増加している。調剤行為別
にみると、「薬剤料」5328点が最も高く、次いで「調剤技術料」1621点、「薬学管理料」354点となってい
る。

1件当たり受付回数は138回で、前年に比べ002回減少している。(表 12、 図14)

表12 田剤行為B」にみた1件当たり点数・受付1回当たり点数 ,1件当たり受付回数

図■4 調剤行為BUにみた受付1回当たり点数の構成割合

(平成20年 6月 審査分)

11 -般 医療と長書医療BUにみた調剤行為の状況
1件当たり点数は、一般医療 8755点、長寿医療 1,424.9点、受付1回当たり点数は、一般医療 6555
点、長寿医療 9312点となつており、いずれも長寿医療が高くなつている。受付1回当たり点数の調割行為別
の構成割合をみると、「薬剤料」の割合が一般医療 714%、 長寿医療 756%となつている。

年齢階級月‖こみると、年齢が高くなるにつれて1件当たり点数、受付1回当たり点数ともに高くなつている。
(表 13、 図15・ 16)                        '

表13 -般医療 ―長碁医療 ―年齢階級別にみたEE剤行為別1件当たり点数・
受付1回当たり点数・1件当たり受付回数

図15 一般医療 …長寿医療BUにみた調剤行為別受付1回当たり点数の構成割合
(平成20年 6月審査分)
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薬剤の使用状況

1 築剤lelの比率
医科総点数に薬局調剤分を合算して求めた薬剤料の割合は、総数 290%、 入院 111%、 入院外
36.2%と なっており、そのうち、「投薬」及び「注射」で使用された薬剤料の割合は、それぞれ、273%、
9,4%、 344%となっている。
前年と比較すると、医科総点数に薬局調剤分を合算して求めた薬剤料の割合は、総数では 03ポイント、
入院では003ポイント、入院外では04ポイント低下している。(表 14、 図17)

注::; 
長鵞奮島碁賛:為裏岳萌品毒雰「榎,だ募馨死曳胃饉:量冨だ:寸L雷]I¬謝冨躍題軍11ぃる。

:1麒鼈 :濃:警1]ヨlllき顧T碁
城31・

図17 入院 ―入院外BUにみた医科 (薬局調剤分を含む)の案剤料の比率の年次推移

2 院内処方 (入院外・投薬)及び院外処方 (集局調剤)における集剤点数
薬剤点数階級別件数の構成割合を入院外の投薬 (以下「院内処方」という。)、 薬局調剤(以下「院外処方」と

いう。)別にみると、ともに「500点未満Jが最も多く、それぞれ670%、 594%となつている。また、年齢階級別に

みると年齢が高くなるほど「500点未満」の割合が低くなっている。(表 15、 図18)

表15 院内処方 ―院外処方BUにみた薬剤点数階級3U件数の構成割合

図18 年齢階n31にみた案剤点数階級BU件数の構成割合
(平成20年 6月 審査分 )
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2)院外処方は「薬剤Jの出現する明細書を集計め対象としている。
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表14 入院 ―入院外別にみた医科 (薬局田剤分を含む)の業剤料の比率の年次推移
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3 薬価階級別薬剤点数                       、

薬価階級別薬剤点数の構成割合を院内処方、院外処方月‖こみると、ともに「250円未満」が最も多く、それぞ

れ821%、 791%となつてしる。また、年齢階級別にみると年齢が高くなるほど「500円以上」の割合が低い傾

向となっている。(表 16、 図19)

表16 院肉処方―院外処方別にみた薬価階級BU業剤点数の構成割合

図19 年齢階級別にみた薬価階級月J薬剤点数の構成割合
(平成20年 6月 審査分 )
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薬剤種類数別件数の構成割合を院内処方、院外処方別にみると、ともに「1種類」、「2種類」が多くなって

いる。1件当たり薬剤種類数をみると、院内処方で3.57種類、院外処方で387種類となっている。また、年齢

階級別にみると、年齢が高くなるほど「7種類以上」の割合が高い傾向となつている。(表 17、 図20)

表17 院内処方 ―院外処方別にみ

―
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…
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(平成20年 6月審査分)
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5 薬効分類別にみた薬剤の使用状況
薬効分類別薬剤点数の構成割合をみると、入院では「抗生物質製剤」が最も多く、次いで「生物学的製剤」、
「中枢神経系用薬」の順となつている。院内処方では「循環器官用薬」が最も多く、次いで「その他の代謝性医

薬品Jが多く、院外処方では「循環器官用薬」が最も多く、次いで「中枢神経系用薬」が多い。

(表 18、 図21)

表18 入院 `院内処方‐院外処方別にみた薬効分類別薬剤点数の構成害」合

(単位 :96) (各年6月 審査分)

6 後発医薬品の使用状況     ｀

薬剤点数に占める後発医薬品の点数の割合をみると、入際 彿、院内処方9796、 院外処方6%となつてしる。

また、薬剤種類数に占める後発医薬品の種類数の割合をみると、入院173%、 院内処方250%、 院外処方

183%となっている。

後発医薬品の薬効分類別薬剤点数の割合をみると、入院では「血液・体腋月薬」弩ヽ多く、院内処方及び院

外処方では「循環器官用薬」力翻ヽ多くなっている。(表 19、 図22)

注:1キ盆露翻 t」麟剛 電蔵浮鷲
=諄

密闘売柵 1」薔議こ「処方せん料」を算定している明岬書、
2)藁剤種類数に占める後発医薬品の種類数の割合  = …菫

望諸調題薔議評
L― X100

図22 入院―院内処方―院外処方別にみた主な後発医薬品の葉効分類別案剤点数の割合
(平成20年 6月 審査分 )

注:1)入院及び院内処方は、「東剤」の出規する明綱書を■計の対象としている。ただし.「処方せん料」を算定している明細書.
「投薬」「注射Jを包括した惨凛行為が出現する明相書及びDPCに優る明細書は除く。
2)「総数」には、上記分類以外の「泌屎生殖器官及び肛円用菫」、「ビタミン剤」等の分類及び菫用名無

“

載を含む。

図21 入院―院内処方―院外処方別にみた主な藁効分類別薬剤点数の割合
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表19 入院―院内処方―腕外処方別にみた後発医薬品の使用状況
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統   計   表

続計表一覧

(医科診療)

第 1表 件数・診療実日数、入院 ― 入院外・一般医療 ― 長寿医療別
第 2表 診療行為別点数、入院 ― 入院外・一般医療 ― 長寿医療別
第 3表 入院の件数 ,診療実日数、病院 一 診療所 (有床)・ 一般医療 一 長寿医療別
第4表 入院の診療行為別点数、病院 ― 診療所 (有床)。 一般医療 ― 長寿医療別
第 5表  入院外の件数・診療実日数、病院 ― 診療所・一般医療 ― 長寿医療別
第 6表 入院外の診療行為別点数、病院 ― 診療所・一般医療 ― 長寿医療別
第 7表  入院の診療行為別 1件当たり点数・ 1日 当たり点数の年次推移
第 8表 入院外の診療行為別 1件当たり点数・ 1日 当たり点数の年次推移
第 9表 入院の件数・診療実日数・診療行為別点数、DPCに係る明細書 ―
DPCに係る明細書以外別

(歯科診療)

第 10表 歯科の件数・診療実日数、一般医療 ― 長寿医療別
第 11表  歯科の診療行為別点数、一般医療 一 長寿医療別
第 12表 歯科の診療行為別 1件当たり点数・ 1日 当たり点数・ 1件当たり日数、

病院歯科 ― 歯科診療所別

第 13表 歯科の診療行為別 1件当たり点数・ 1日 当たり点数の年次推移

(薬局調剤)

第 14表 調剤行為別 1件当たり点数・受付 1回当たり点数・ 1件当たり受付回数の
年次推移

(槃剤の使用状況)

第 15表  医科 (入院 ― 入院外)一 歯科 ― 薬局調剤別薬剤料の比率の年次推移
第 16表 薬効分類別薬剤点数の構成害」合、入院 一 院内処方 ― 院外処方別

(医科診療)

第1表 件数・診療実日数、入院 ― 入院外・一般医療 ― 長寿医療Blj

第2表 診療行為Bu点数、入院 ― 入院外・一般医療 一 長寿医療別
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第7表 入院の診療行為BU l件当たり点数 ,1日 当たり点数の年次推移

注 :「総数」には「入院時食事療姜博」を含まない。

第8表 入院外の診療行為月」1件当たり点数・1日当たり点数の年次推移
(各 年 6月 審査分 )

注 :「総数」には「入院料等 (短期滞在手術基本料1)」 を含む。

第9表 入院の件数・診療実日数・診療行為S」点数、
DPCに係る明細書 ― DPCに係る明細薔以外BU

(単位 i千 )

(歯科診療)

(単位 :千 )

第10表 歯科の件数・診療実日数、一般医療 ―長寿医療別
(平成20年 6月 審査分 )
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第11表 歯科の診療行為月U点数、=般医療 ―長寿医療別
(単位 :千)                                   (平 成2o年 6月 審査分 )

注 :r総 数 *」には「入院時食事療養等」を含まない。
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第 1 2表 歯科の診療行為別1件当たり点数・1日当たり点数・ 1件当たり日数、
病院歯科=歯科診療所月U

第13表 歯科の診療行為別1件当たり点数 ,1日当たり点数の年次推移

(薬局調剤)

第14表  調剤行為別1件当たり点数・受付1回当たり点数・1件当たり受付回数の年次推移

(薬剤の使用状況)

第15表 医科 (入院 ―入院外) 歯科 ―薬局調剤別葉剤料の比率の年次推移

1)「 区■,及 び「歯,4」 分では 「処方せんHJを 算定している明IE= 『投薬」「注,,Jを
包にした0■ |テ ムが出現する明椰書及び,PC[係 る明細

=は
除外してある。

2)′ 栗力1● ,と は、お点数に占める 「糧楽J「 濱射J及 びその他の
`燎

1テ ムの中の茉洵点致の
割合である.
3)「 その他」とは、

“

点政に占める 「住宅医療J「 検査, r画 像,断 」「リハビリテーションJ
「晨袢11■ 円

'法
l f処 ■」 r手術」及び「麻酔Jの 中で使用された栞贅1点 Hの コ合である.

4)入 院時t,僚 奏費等(円 )は 、点餞換二(入院II食事,■■専■10)し てお点数に含めている。
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病院歯科とは、病院併設歯科、歯f4単科病院をいう.

平成 16年
(2004)

18
(2006)

10
(200,) (2008)

医

科

酬囃鰈謝柳
薬剤料

投薬→主射

投薬
注射
その他

栞剤料

投薬 注射
投薬
注射
その他

216
192
137
54
25

113
94
25
69
20

332
302
264
38
00

221
198
139
59
24

123
104
25
79
19

305
306
270
36
29

入

217
194
143
51
23

112
94
26
69
18

院

000
301
260
32
29

数

215
192
140
52
24

112
94
26
68
18

025
294
259
35
30

院

207
184
130
54
23

11,1

94
26
68
17

309
279
240
39
311

薬剤‖ 10

Ⅲ

剤 薬剤料
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診 療 行 為

1件 当 た り 点 数 日 当 た り 点 数

時
ｏ軸帥

７

０５ (2000) (200')

Ｏ

“

２

¨

平成16年
(2004) (2∞ 5) (2006) (2007)

２。
ｍ

放 射 腺 治 療

歯冠修復及び欠損補綴

歯  科  矯  正

病 理 診 断

入 院 料 等

数

診

断

薬

射

置

術

酔

再

診像

総

初

検

画

投

注

処

麻

医 学 管 理 等

在 宅 医 療

査

リハビリテーション

1985

112



分 類効薬

数総 後発医薬品 (再掲 )

入 院 院内処方
(入院外)

院外処方
(栞局調剤) 入  院 院内処方 院外処方

(栞局調却1)

活   用   薬
用     薬
医   薬   品

ア レ ル ギ ー 用 薬

数中一一一一一一̈̈
中一『

経
経
　
　
　
　
れ
咆
　
　
嘲
ミ

［［一中』囀̈
中皮̈
タ̈

ル

尿
　
　
　
　
の

総

中

末

感

循

呼

消

ホ

泌

外

歯

そ

ビ

滋 養 強 壮 菓

血 液  体 液 用 薬

人 工 透 析 用 薬

そ の 他 の 代 謝 性 医 薬 品

細   胞   賦
腫     瘍
放   射   性

その他の生薬及び漢方処方に基づく医薬品

抗   生   物   質   製   斉1

診 断用藁 (体 外 診 断用 医薬 品を除 く)

公   衆   衛   生   用  桑
体 外 診 断 用 医 薬 品

その他の治療を主 目的としない医薬 品

ア ル カ ロ イ ド系 麻 薬 (天 然 麻 薬 )

非 ア ル カ ロ ィ ド 系 麻 薬

薬  剤  名  無  記  載

物

生

字

動

的

物

製

用

100

08

15

19

59

78

82

92

138

37

00

01

09

12

80

07

33

51

21

00

95

10

13

23

01

19

105

04

40

26

12

01

44

27

00

00

01

02

1000

63

11フ

11

13

56

211

78

45

11

129

13

02

α0

61

QB

198

128

28

51

58

96

15

31

36

00

00

02

1000

155

18

90

21

30

第16表 薬効分類別薬剤点数の構成割合、入院―院内処方―院外処方月」

注 :「薬剤」の出現する明細書を集計の対象としている。ただし、入177及び院内処方は、「処方せん料」を算定している萌細書、
「投薬」「注射」を包括した診療イラ為が出現する明細書及びOPCに係る明細書は除く。

一 般 医 療

長 寿 医 療

診療実日数

(日 数 )

数件

用 語 の 定 義

0歳から74歳までの者 (65歳以上で長寿医療制度の被保険者を除く。)が、疾
病又は負傷に関して、保険医療機関又は保険薬局において受けた療養の給付並びに入

院時食事療養費、入院時生活療養費の支給をいう。

高齢者の医療の確保に関する法律による後期高齢者医療 (長寿医療制度)の被保険
者が疾病又は負傷に関して(保険医療機関又は保険薬局において受けた療養の給付並
びに入院時食事療養費、入院時生活療養費の支給をいう。

1か月ごとに提出される明細書 1枚を1件としている。外来患者が当月中に入院し
た場合は、入院外で 1件、入院で1件 となり、それぞれ 1件ずつ計上している。
なお、「診療報酬明細書 〈医科入院医療機関別包括評価用)」 を総括表として、「診

療報酬明細書 (医科入院医療機関別包括評価用)」 若しくは「医科入院明細書」が添付

されている明細書は、総括表の単位で 1件とした。             .

入院では当月中の入院日数をいい、入院外では当月中の外来、往診等で医師の診療

を受けた日数をいう。

各都道府県の支払基金支部及び国保団体連合会において審査決定された診療報酬点

数及び調剤報酬点数をいう。

一 精神病床のみを有する病院
― 高度の医療の提供、高度の医療技術の開発及び評価並びに高度の医療に関する研
修を実施する能力を備え、かかる病院として適切な人員配置、構造設備等を有する

として厚生労働大臣の承認を受けた病院

― 主として長期にわたり療養を必要とする患者を入院させる病床を有する病院
― 上記以外の病院                           '

医療機関で投薬を行わず、保険 〈調斉1)薬局で保険調剤を受けさせるために、患者
へ処方せんを交付した場合に算定する点数をいう。

健康保険法等に基づく療養の給付の一環として、医療機関の保険医が患者に交付し

た処方せんに基づき、保険薬局において保険薬剤師が行う調剤業務をいう。

保険薬局で当月中に処方せんを受け付けた回数をいう。

数

院

点

病

精神科病院

特定機能病院

鰤 榊 繍

一 般 病 院

処方せん料

薬 局 調 剤

受 付 回 数



般麹「躙」を
包括した診療行為

入  院

: 入院、入院外で次の診療行為をいう。

入 院 外 一

「後期高齢者特定入院基本料」、「療養病棟入院基本料」、「有床診療所療養病床入院

基本料J、「特殊疾患入院医療管理料」、「回復期リハビリテーション病棟入院料」、「亜

急性期入院医療管理料」、「特殊疾患病棟入院料」、「緩和ケア病棟入院料」、「精神科

救急入院料」、「*前申科急性期治療病棟入院料」、「精神療養病棟入院料」、「認知症病

棟入院料」、「診療所後期高齢者医療管理料」及び 診 断群分類による包括評価等」

「小児科外来診療料」、「生活習慣病管理料」、「在宅時医学総合管理料」及び「在宅

末期医療総合診療料」

薬    価 : 「使用薬剤の剰笛 (「二冑面基準J)」 に収載された価格

槃剤名無記晰 : 電算化が行われていないものとして届け出た保険医療機関及び保険薬局で所定単位
(内服薬は1剤 1日分、屯服薬は1回分、外用薬は1調剤分)当たりの薬価が175
円以下 (17点以下)で、明細書に個々の薬剤名の記載のないものをいう。

薬剤種類数 : 「使用薬斉Jの薬価 (「薬価基準」)」 に収載されている品名単位ごとに数えたものを
いう。

なお、薬剤名無記哉については1種類としている。

薬 効 分 類 : 「嘲 準商品分類」の「中分類87-医薬品及び関連製品」に準拠している。

後発医薬品 : 新医薬品等とその有効成分、分量、用法、用量、効能及び効果が同一性を有する
ものとして承認された医薬品 Cヽわゅるジェネリック医薬品)



中医脇

2 1.

社会医療診療行為別調査 好成20年 5月診療分)とメディ
t

アス (平成20年 5月データ)との比較について

1件当たり伸び率 (%)
社会医療 (A)※ メディアス(B)※ (A)― (B)

医科入院

医科入院外

69
12.2

29
△    11

4.0

132
1日当たり伸び率(%)

社会医療 (A)※ メディアス(B)※ (∧ )― (B)

医科入院

EII科入院夕ヽ

:24
117

22
14

02
103

診-3-2
7  1 5

※ 対前年同月比

累3層こ呈雪F芙塞懸牟墨ふ≧じ書暦層fメデイアスを比

蓼§,「
l棚1石弔‰ 諄 恥下δ&お難

兄辱歩磐♀ふ局隼と瓦＼仝曇雷堀≦蜃霧通Ξ冒ぶく夏讐尻ている。

1件当たり点数
社会医療 (∧ ) メディアス (B) (A)― (B) (A)― (B)/(B)

医科入院

医科入院外

42,4023

1,3767

43,3497

1,2583

-9474

1184

-2 2%

94%
1日当たり点数

社会医療 (A) メディアス(B) (A)― (B) (∧)― (B)/(B)

医科入院

医科入院外

2,5370

7599
2,6032

7023

-66.2

576

-25%

82%




